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公認会計士等の異動に関するお知らせ 

  

  

当社は、本日開催の監査等委員会において、下記のとおり、金融商品取引法第193条の２第１項及

び第２項の監査証明を行う公認会計士等の異動を行うことについて決議しましたので、お知らせしま

す。 

当社の会計監査人である有限責任監査法人トーマツは、2021年３月25日開催予定の第13回定時株主

総会の終結の時をもって任期満了による退任となり、和泉監査法人を新たに就任する公認会計士等の

候補とすることを決定しました。 

なお、本件については、2021年２月18日開催の取締役会において決議し、2021年３月25日開催予定

の第13回定時株主総会に「会計監査人選任の件」として付議する予定です。 

  

１．異動年月日 

2021年３月25日（第13回定時株主総会開催予定日） 

 

２．就退任する公認会計士等の概要 

（１）就任する公認会計士等の概要 

①  名 称 和泉監査法人 

②  所 在 地 東京都千代田区神田三崎町二丁目１５番４号 奥山ビル 

③ 業務執行社員の氏名 
加藤 雅之 

石田 真也 

④ 

日本公認会計士協会 

の上場会社監査事務 

所登録制度における 

登 録 状 況 

上場会社監査事務所に登録されています。 

 

（２）退任する公認会計士等の概要 

①  名 称 有限責任監査法人トーマツ 

②  所 在 地 東京都千代田区丸の内三丁目２番３号 丸の内二重橋ビルディング 

③ 業務執行社員の氏名 
勢志  元 

中山 太一 



３．２（１）に記載する者を公認会計士等の候補者とした理由 

監査等委員会が和泉監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、新たな視点での監査が期待で

きることに加え、６．に記載の当社の求める組織の規模に応じた監査体制と監査報酬であること、

当社の今後の経営体制や事業展開を十分に理解したうえでの機動的かつ迅速な監査が期待できるこ

と、会計監査人としての独立性及び専門性、品質管理体制、監査実績等を総合的に勘案した結果、

当社の会計監査人として適任と判断したためです。 

  

４．退任する公認会計士等の就任年月日 

2014年９月19日 

 

５．退任する公認会計士等が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等 

該当事項はありません。 

 

６．異動の決定又は異動に至った理由及び経緯 

当社の会計監査人である有限責任監査法人トーマツは、2021年3月25日開催予定の第13回定時株

主総会の終結の時を持って任期満了となります。 

当社は、2020年11月以降、グローバル戦略について見直しを行い、経営資源をより高い成長が見

込めるSPEEDA事業を中心としたSaaS事業とNewsPicks事業に集中させ、事業成長を果たしていく方

針です。そのような状況の中で、同監査人から、人的リソースの不足から従前の監査報酬での品質

維持に必要な監査体制確保が難しいとの打診を受け、誠実に協議を重ねてきました。また同時に当

社の経営方針、事業規模に適した監査対応についても複数の監査法人と議論を重ねた結果、上記３

記載の通り、当社の組織・事業規模に応じた適正な監査体制と監査報酬の提案を受けたため、新た

に和泉監査法人が候補者として適任であると判断し、同監査法人を会計監査人として選任する議案

内容を決定しました。 

 

７．６．の理由及び経緯に対する意見 

（１）退任する公認会計士等の意見 

特段の意見はない旨の回答を得ています。 

 

（２）監査等委員会の意見 

妥当であると判断しています。 

 

 

以上 

 

 


